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The a回目sment and adaptability of s仕出s which a p世田n c町立1g for the aged feels 
高齢者の医療費高騰解消の改善策として、 医療・福
















































































3 ）家族規範とストレス度・図 5 のように家族規範が
強固のためストレスを感じているのは老健施設入所者




「休養が必要」のm= 3.7 土 1.0であった。
4）介護方法の違いにおいて有意差の認められた項目
は表 4 のように 「ストレス 1 」、 「ストレス 6 J 、 「ス













































を示す。 老健施設では 、 ストレス12の「途方に暮れた」
項目が因子負荷量＝0.81、 訪問看護利用の家族は 「ス































































































































































































上位理由 中位理由 下位理由 項 目
属 性





























家族構造 Q21 ・近くに娘夫婦、 息子夫婦が住んでおられますか
Q22 ：在宅看護、 施設入所を決められたのは誰の希望ですか
家 族 規 範 Q23 ーできればどのような介護を望みますか、 その理由
Q24 ：介護をするのは誰が適しているか、 その理由
家族関係















（一度も感じない あまりない 時々ある よくある いつも感じる）
2 ）休養が必要ですか
（必要でない あまり必要でない 時々必要 まあまあ必要 絶対必要）
3 ）現状のために憂欝になっていますか
（一度も憂欝でない あまりない 時々ある よくある いつも憂欝である）
4）あなた自身の健康は大丈夫ですか
（健康である 少し不安 時々不安 健康に不安 病気である）
5）事故が起こりはしないか心配ですか
（全く心配ない あまりない 時々心配 よく心配 いつも心配）
6 ）現状におわりがないと感じていますか
（有ると感じる 時々有る 時々無いと感じる 無いと感じる 永遠に続くと感じる）
7)休日でも解放されませんか
（いつも解放されている 少しある 時々ある あまりない まったくない）
8 ）世間との付き合いに、 どの程度支障をきたしていますか
（全く支障がない あまりない 時々ある よくある いつもある）
9）家事にはどの程度支障をきたしていますか
（全く支障がない あまりない 時々ある よくある いつもある）
10）睡眠が妨げられますか
（全く支障がない あまりない 時々ある よくある いつもある）
11）生活水準がおちましたか
（全く変わりがない あまりない 時々ある よくある いつもある）
12）途方に暮れていますか
（全くない あまりない 時々ある よくある いつも途方に暮れる）
13）客を招く事ができませんか
（全くない あまりない 時々ある よくある いつも途方に暮れる）
14）老人に対してむくれたり、 立腹しますか
（一度もない あまりない 時々ある よくある いつもある）
15）しばしば老人との折衝に欲求不満を感じますか
（一度も感じない あまりない 時々ある よくある いつも感じる）
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表4 三者聞におけるストレス得点
ストレス項目 老健施設 訪問看護 デイケア F 値 p ｛直
ス トレス 1 3.7 土 1.0 2.9 土 1.1 2.9 土 1.0 7.2 , P =0.001キキ
ス トレス 2 3.7 土 1 .0 3.7±1.0 3.5 土 1.1 0.6 P=055 
ストレス 3 3 .3±1.0 3.1±0.9 3.1±0.9 0.4 P=0.68 
ス トレス4 '03:1±-1.3 3.3 土 1.1 2.7±1.4 1.4 P=0.25 
ストレス 5 3.3 土 0.9 3.3±1.0 3 .3± 1.2 0.008 P=0.9 9 
ストレス 6 3.9 土 1.0 3.1 土 1.2 3.3 土 1.4 3.04 P=0.05キ
ストレス 7 3.5± 1.1 3.6土 1.0 2.7 土 1.3 4.5 P=0 01*キ
ス トレス 8 3 目。土 1.2 3.1 土 0.8 2.7 土 1.2 1.2 P=0 3 1  
ストレス 9 3.2±1.0 2.9±0.8 2.4±1.2 5.1 P =0.007キキ
ストレス 1 0 3.4± 1.0 3.2 土 1.0 2.7±1 .1 3.5 P=0.03 キ
ストレス 1 1 3 0土 1. 2 3.0±1.3 2.1± 1.4 4.6 P =0.01 仲
ストレス 1 2 3.3 土 1.0 2.9 土 1.0 2.7±1.4 2.7 P=0.07 
ストレス 1 3 3 .2± 1.2 2 .8 土 1.1 2.7 土 1.4 1.4 P=0.25 
ストレス 1 4 2.8±0.9 2.8 土 0.8 3.0土 0.9 0.7 P =051 
ストレス 1 5 2.7±0.9 2.7±0.8 3.0土 0.8 1.3 P=02 9  
表5 三者聞におけるストレス得点
ストレス項目 老人福祉施設 デイケア利用 訪問 看護
ストレスl 0. 6 7 o. 6 9 0. 8 8
ス トレス 2 0. 6 6 0. 6 5 0. 6 8
ストレス 3 0. 7 6 。 目 45 o. 9 1
ストレス 4 0. 6 2 0. 7 5 0. 8 9
ス トレス 5 0. 4 9 0. 6 2 。 目 54
ストレス 6 o. 3 2 0. 7 5 0 .  5 6 
ストレス 7 0. 7 2 o. 4 3 0. 6 7
ス トレス 8 0. 6 9 0. 6 5 0. 8 1
ストレス 9 0. 6 8 0. 5 8 0. 8 3
ストレス 1 0 0 .  7 2 0. 7 4 0. 7 6
ストレス 1 1 0. 6 6 0 .  5 6 o. 7 4
ストレス 1 2 0. 8 1 0. 8 7 0. 6 5
ストレス 1 3 o. 6 4 0. 6 1 0. 1 6
ストレス 1 4 0. 4 8 0. 7 2 0. 6 1










る． そして、 そのためには 「仕方が無い」とか 「あき



















































































38 平 松 喜美子







造， 看護研究29 (4), 3～ 8, 1996.
5）川越博美他．在宅ケアを支える家族・介護者のス









Stress evaluation through出e Greene Stress Assessment was completed 
A total of 102 people took part in the stress evaluation we performed and they were divided into 
3 groups in order to evaluate stre田 and adaptability. Forty two of the 102 participants were 
family members havmg an aged person who was using a home for the aged; 33 of them were 
family members having剖1 aged p町田n who was usmg day care；剖1d 22 of出em were仕1e fam日y
members with an aged person who was using home nursing. 
